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「繋ぐ 紡ぐ」

第２回 楠瀬 須崎市長

「大屋根（リング）」視察・勉強会及び国際交流・親睦会では、
万博会場のスケール感を現認し、集結した自治体や関係団体
と交流を深めるなかで、改めて、万博を契機に全国の自治体
が繋がり、ともに地域の魅力を発信することの強みとその意義
を感じたところです。
また、同日、岸和田市、貝塚市、東かがわ市とLOCAL

JAPAN展の共同出展に向け、連携協定を締結いたしました。
万博首長連合のご縁で繋がった４市の交流・連携を、共同出
展のみで終わらせることなく、万博閉会後も様々な面で協力
関係を続けて行ければと考えています。

楠瀬耕作 市長
（高知県 須崎市）
万博首長連合副会長

第二部 リング視察 場所：大阪・関西万博会場（大阪市此花区）

第一部 勉強会 場所：おおさかATCグリーンエコプラザ（大阪市住之江区）

Pick UP！

2025年日本国際博覧会とともに、地域の未来社会を創造する首長連合

加盟自治体 665市区町村(2024/8/27現在)

第二号
万博首長連合通信

首長リレーコラム

大阪・関西万博 大屋根（リング）視察・勉強会及び国際交流・親睦会

令和六年八月

４市の連携協定締結式の様子は万博首長連合HPでご覧いただけます→

当日の概要および掲載メディアはこちらから（万博首長連合HP）→

99自治体の市町村長と副市町長がリングを視察さ
れました。かなり完成に近づいているリング上からは多
くのパビリオンも建設が進んでいるのがわかり、皆様の
万博への期待感が高まったようでした。
参加者からは、「建設の進捗状況を目の当たりにし、
工事規模や技術的な挑戦についても理解を得られた」
「勉強会を行った上で実際に視察したことで、認識が
深まった」「会場の規模や全景をイメージできるように
なり、ＰＲを含め様々な場面でより具体的に伝えること
ができるようになった」などの感想をいただきました。

中島さち子大阪・関西万博テーマ事業
プロデューサーと日本国際博覧会協会 
三浦総合戦略室長を講師に迎え、万博の
意義や魅力とともに、万博を契機とした地
域観光や経済の活性化に向けた取組に
ついての勉強会を実施しました。
参加者のアンケートでは、「開催意義等

について、改めて確認できた」「本市としての取組も具体的にイメージを持つことが
できた」など、地域活性化に向けた万博の活用についての理解が深まったとする声
を寄せていただきました。

7/26（金）に全国総勢約100自治体の会員首長様にご参加いただいた大阪・関西万
博機運醸成プロジェクト。 テレビや新聞等多くのメディアに取り上げていただきました！
今後、皆様とも広報について連携させていただき、全国域で『LOCAL JAPAN展』並び
に万博の機運を高めていけたらと思います！よろしくお願いいたします。
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万博首長連合は、地域の未来づくりや万博の趣旨にかなう各地の情報発信を行って
おります。広報連携を希望される正会員の皆様、是非ご連絡ください！
当連合のHP、X等にて情報発信にご協力いたします

インターネット https://logoform.jp/f/dGj08

LGWAN https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/f/dGj08

お問い合わせ内容に「広報」とご記入ください

第三部 国際交流・親睦会 場所：道明寺天満宮（藤井寺市）

国際交流・親睦会には47自治体、19か国が参加
されました。また、自見はなこ国際博覧会担当大臣、
横山大阪市長にもご出席、ご挨拶をいただきました。
国内外の参加者の皆様に日本地域の伝統芸能や
特産品に親しんでいただきながら、西アフリカ・ブル
キナファソの伝統楽器を用いたライブ演奏、中島さち
子氏率いるクラゲバンドの演奏が披露されました。
多様な国の文化、音楽が会場を盛り上げ、国境を
越えて参加者が一体となり、交流を深められました。
参加者からは、「各国大使と直接言葉を交わすこと
で、万博を契機としたインバウンド向けの観光ルート
の形成等を考える上での参考となった」「各国の文
化・音楽等に触れ貴重な時間を過ごすことができた
ため、この交流会をきっかけに各自治体でできること
を検討していきたい。」等の声をいただき、国際交流
によって、地域活性化に向けた新たな視点が培われ
る場となりました。
参加国：
大韓民国、ミクロネシア連邦、ドミニカ共和国、パナマ共和
国、ボリビア多民族国、ウズベキスタン共和国、オランダ王
国、キルギス共和国、コソボ共和国、スイス連邦、スロベニ
ア共和国、チェコ共和国、バーレーン王国、エチオピア連
邦民主共和国、ジンバブエ共和国、タンザニア連合共和
国、ブルキナファソ、リベリア共和国、レソト王国

X  Instagram HP  

万博を契機として、南砺市・小松市が連携協定を締結

8月19日、「LOCAL JAPAN展」に共同で出展す
る南砺市（富山県）と小松市（石川県）が、自治体間
連携協力に関する協定を締結され、その後、大阪・関
西万博に向けた実行委員会を設立されました。
来年7月のLOCAL JAPAN展では、井波彫刻と九
谷焼、それぞれの伝統工芸の新たな魅力を共創。
今後、伝統工芸や文化のPRを連携して行うほか、
万博後を見据えて連携事業を進めていかれます。

LOCAL JAPAN展

当日の詳細はこちらから（万博首長連合HP）→

２市の連携協定の概要は万博首長連合HPでご覧いただけます→
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https://tb.logoform.st-japan.asp.lgwan.jp/f/dGj08
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